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報道関係者 各位                           ＜配信枚数２枚＞ 

学校法人立命館は、学園ビジョン R2030「挑戦をもっと自由に」を推進する教職員の草の根（グラス

ルーツ）的な取り組みを励まし、具体的な実践に必要な経費を支援する「R2030 推進のためのグラス

ルーツ実践支援制度」（以下、本制度）を 2022 年 6 月からスタートしています。このたび、個人・グル

ープ合わせて 150 件もの採択プロジェクト内容をまとめた特設サイトを公開いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL：https://ritsumei-grassroots.jp/ 

立命館学園では、コロナ禍においても教職員が自発的で多様な実践を積み重ねています。DX や

遠隔ツールを用いた教育・研究の新展開や業務効率化、探究学習の多角化、地域共創への挑戦な

どアフターコロナを展望した新たな取り組みが進んでおり、これらの草の根的な取り組みは、学園ビジ

ョン R2030 推進の原動力になるものと考えています。 

本制度は、上記のような取り組みを励まし、具体的な実践に必要な経費等を支援するものであり、

教育、研究、社会活動といった特定のカテゴリーを超えた幅広い取り組みを支援対象としています。

審査の結果、150 件のプロジェクトを採択し、現在のべ 810 人の教職員が他部門と連携し、活動・準

備を本格化させています。 

今後は、本制度による多様な挑戦を学園内に共有することで、改善・改革につながる事例を広げる

とともに、自発的な取り組みから組織的な施策や制度へと展開が期待される“芽”を見つけ、育てる仕

組みづくりを行う予定です。 

 

■本制度で支援しているプロジェクト（一部）※詳細は特設サイトをご覧ください。 

・キャンパス管理の DX 推進 

・地域在住外国人支援を通した多文化サービス・ラーニング授業の開発・検証 

・大学・学生による地域・社会貢献活動の事業化に向けた立命館スポーツクラブの設立 
 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、草津市政記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ、 

文部科学記者会 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

学校法人立命館広報課 担当：名和 

TEL.075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

立命館学園の長期ビジョンを推進する教職員の挑戦を応援 

R2030 推進のためのグラスルーツ実践支援制度 
特設サイトを公開 

 



別紙 

■R2030 推進のためのグラスルーツ実践支援制度について 

1．対象となる取組み 

教職員による現場での自発的で草の根（グラスルーツ）的な取り組みであり、開発、実践、調査、研修、

実践の評価・分析のいずれかに該当し、かつ具体的な改善・改革につながる計画を対象としています。 

 

2．対象となる取り組み区分 

①授業形態・授業運営（準備、フォローアップを含む）の改善、高度化・効率化に関する取り組み 

②地域連携・学外連携による正課・課外プログラム等に関する取り組み 

③研究と教育を結合したプロジェクトや探究学習等に関する取り組み 

④アフターコロナを展望した学生・生徒・児童像と支援・育成に関する取り組み 

⑤他機関との連携や部課を超えた業務の改善、高度化・効率化に関する取り組み 

⑥業務の効率化やコミュニケーション促進等による働きやすさや働きがいの向上、ダイバーシティ＆イ 

ンクルージョン促進に関する取り組み 

⑦その他 R2030 を推進する取り組み 

 

3．応募資格 

学校法人立命館に所属する教職員を対象とし、「個人応募」と「グループ応募」の 2 つの枠を設定。 

 

4．支援金額 

応募種別 支援経費額の上限 

個人応募 上限 30 万円 

グループ応募 教職員の人数×30 万円の範囲内 
 

■学園ビジョン R2030 について 

2030 年に立命館学園が目指す将来像の実現に向けて、中期経営計画の基本となる考え方を示し

たものが学園ビジョン「R2030」です。  

【WEB サイト https://www.ritsumei.ac.jp/features/r2030/vision/】 

【概要】 

ビジョン：「挑戦をもっと自由に」 

＜学園像＞ 

①学び続ける社会の拠点としての学園 

②人類社会における様々な課題に挑む学園 

③ダイバーシティ＆インクルージョンを実現する学園 

＜人間像＞ 

①チャレンジ精神に満ちた人間 

②社会の変化に対応し、自ら考え、行動する人間 

③グローバル・シチズンシップを備えた人間 

＜政策目標＞ 

①新たな価値創造の実現 

②グローバル社会への主体的貢献 

③テクノロジーを活かした教育・研究の進化 

④未来社会を描くキャンパス創造 

⑤シームレスな学園展開 

⑥多様性を活かす学園創造 


